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紹介文 

外科は、外科治療およびがん治療における標準治療の確立と先進医療の開発をめざし

て、以下の方針に基づいて臨床および研究を行ってきました。 

 

1) 専門性および先進性の高い医療 

2) 医療の質の向上とチーム医療の推進 

3) 標準治療の確立と臨床共同研究の推進 

4) 各種がんに対する集学的治療の推進 

5) 外科手術の改善と向上 

6) 周術期管理の改善と向上 

 

毎年、多くの学会発表、論文発表、司会および講演を行っています。若手医師も積極

的に研究発表と論文発表を行ってくれました。熱心に若手指導を行ってくれたスタッ

フ各位の努力のおかげです。今後もより一層皆で精進していこうと思います。 
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を伴う直腸 S 状部癌重積症に対し反転法にて切除した 1 例。第 46 回日本癌局所療法

研究会、長浜、2024 年 6 月 21 日  

  

阿部優、俊山礼志、酒井健司、濱直樹、徳山信嗣、松井優紀、山本昌明、河合賢二、

高橋佑典、竹野淳、宮崎道彦、高見康二、加藤健志、平尾素宏：鼡径部に膿瘍形成を

伴った魚骨穿通・急性虫垂炎の１例。第 86 回日本臨床外科学会学術集会、宇都宮、 

2024 年 11月 21 日   

 

阿部優、高橋佑典、徳山信嗣、河合賢二、松井優紀、俊山礼志、山本昌明、酒井健

司、竹野淳、後藤邦仁、宮崎道彦、高見康二、平尾素宏、加藤健志：肛門外脱出嵌頓

を伴う直腸 S 状部癌重積症に対し反転法を併用し根治切除した 1 例。第 37 回日本内

視鏡外科学会総会、福岡、2024 年 12 月 7 日   

 

今西涼華、酒井健司、後藤邦仁、俊山礼志、徳山信嗣、松井優紀、山本昌明、河合賢

二、高橋佑典、竹野淳、加藤健志、高見康二、平尾素宏：当院における高齢者肝癌症

例に対する腹腔鏡下肝切除術の短期治療成績について。第 124 回日本外科学会定期学

術集会、常滑市、2024年 4 月 20 日 最優秀演題賞 

 

今西涼華、酒井健司、後藤邦仁、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、高橋佑典、竹野

淳、加藤健志、平尾素宏：腎機能障害併存膵癌症例の周術期成績と予後の検討。第 79

回日本消化器外科学会総会、下関、2024 年 7月 17 日   

 



今西涼華、高橋佑典、德山信嗣、河合賢二、山本昌明、酒井健司、竹野淳、濱直樹、

平尾素宏、加藤健志：臀部皮下から骨盤内に及ぶ epidermal cyst に対して腹腔鏡を併用

し経仙骨的に切除した 1 例。第 37回近畿内視鏡外科研究会、大阪、2024 年 9 月 28 日   

 

今西涼華、松井優紀、高見康二、徳山信嗣、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、高橋佑

典、酒井健司、竹野淳、濱直樹、加藤健志、平尾素宏：CO2 気胸と肋骨床剥離を用い

て良好な視野で適切な切除範囲を決定し得た卵巣癌の右胸壁転移の 1 例。第 37回日本

内視鏡外科学会総会、福岡、2024 年 12 月 5 日   

 

今西涼華、山本昌明、竹野淳、徳山信嗣、俊山礼志、河合賢二、高橋佑典、酒井健

司、濱直樹、加藤健志、平尾素宏：重度肝硬変を伴う臍ヘルニア嵌頓に対し局所陰圧

閉鎖療法を用いた 1 例。第 61 回日本腹部救急医学会総会、名古屋、2025 年 3 月 20 

日   

 

豊後雅史、酒井健司、後藤邦仁、俊山礼志、徳山信嗣、山本昌明、河合賢二、高橋佑

典、竹野淳、加藤健志、平尾素宏：胃に穿破し出血コントロール不良であった膵管内

乳頭粘液性腺癌残膵再発に対して残膵全摘を施行した 1 例。第 60 回日本腹部救急医学

会総会、北九州、2024年 3 月 21 日   

 

豊後雅史、後藤邦仁、酒井健司、俊山礼志、松井優紀、徳山信嗣、山本昌明、河合賢

二、高橋佑典、竹野淳、加藤健志、高見康二、平尾素宏：先天性肝外門脈体循環短絡

症に合併した若年性多発巨大肝細胞癌の 1 例。第 46 回日本癌局所療法研究会、長

浜、2024 年 6 月 21 日   

 

木場瑞貴、徳山信嗣、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、高橋佑典、酒井健司、竹野

淳、後藤邦仁、平尾素宏、加藤健志：異時性遠隔リンパ節転移を伴った pT1b 横行結腸

癌の一例。第 100 回大腸癌研究会学術集会、東京、2024年 1 月 26 日   

 

木場瑞貴、高橋佑典、徳山信嗣、松井優紀、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、酒井健

司、竹野淳、後藤邦仁、高見康二、平尾素宏、加藤健志：直腸静脈瘤を伴う直腸癌に

対しロボット支援腹腔鏡下に根治切除した一例。第 207 回近畿外科学会、枚方、2024 

年 2 月 3 日   

 

木場瑞貴、竹野淳、徳山信嗣、松井優紀、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、高橋佑

典、酒井健司、後藤邦仁、加藤健志、高見康二、廣瀬由美子、森清：急速に増大した



胃腫瘍に対して左上腹部内臓全摘術にて摘出し得た一例。第 96 回日本胃癌学会総会、 

京都、2024年 2 月 7 日   

 

木場瑞貴、河合賢二、徳山信嗣、高橋佑典、松井優紀、俊山礼志、山本昌明、酒井健

司、竹野淳、後藤邦仁、平尾素宏、高見康二、加藤健志：直腸癌術後に Hem-o-lok ク

リップを核として生じた瘢痕化組織の一例。第 46 回日本癌局所療法研究会、長浜、 

2024 年 6 月 21 日   

 

木場瑞貴、高橋佑典、加藤健志：直腸静脈瘤および骨盤内静脈瘤を伴う直腸癌に対し

ロボット支援腹腔鏡下に根治切除した一例。第 79 回日本消化器外科学会総会、下関、 

2024 年 7 月 17 日   

 

木場瑞貴、高橋佑典、徳山信嗣、河合賢二、山本昌明、酒井健司、竹野淳、濱直樹、

平尾素宏、加藤健志：直腸静脈瘤および骨盤内静脈瘤を伴う直腸癌に対しロボット支

援腹腔鏡下に切除した一例。第 37 回近畿内視鏡外科研究会、大阪、2024 年 9 月 28 日   

 

木場瑞貴、竹野淳、山本昌明、徳山信嗣、俊山礼志、河合賢二、高橋佑典、酒井健

司、濱直樹、加藤健志、森清、平尾素宏 ： 胃多発神経内分泌腫瘍に対し、腹腔鏡下

胃全摘術を施行した一例。第 97 回日本胃癌学会総会、名古屋、2025 年 3 月 14 日   

 

櫻井義正、竹野淳、徳山信嗣、松井優紀、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、高橋佑

典、酒井健司、後藤邦仁、加藤健志、平尾素宏、高見康二：高度リンパ節転移を伴う

同時性胃癌および胃びまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫に対して集学的治療を行った 

1 例。第 96回日本胃癌学会総会、京都、2024年 2 月 29 日   

 

上村廉、徳山信嗣、河合賢二、高橋佑典、加藤健志：血便により発見された肺癌結腸

転移の一切除例。第 207 回近畿外科学会、枚方、2024 年 2 月 3 日  

  

上村廉、山本昌明、浜川卓也、竹野淳、徳山信嗣、松井優紀、赤澤香、俊山礼志、河

合賢二、岡田公美子、高橋佑典、酒井健司、八十島宏行、後藤邦仁、高見康二、加藤

健志、平尾素宏：食道胃接合部癌に対する縦隔内吻合術後の逆流性食道炎に難渋した

一例。第 46 回日本癌局所療法研究会、長浜、2024 年 6 月 21 日  

  

上村廉、酒井健司、後藤邦仁：肝細胞癌胸壁播種に対して術中 ICG 蛍光観察を用いて

切除を施行した 1 例。第 79 回日本消化器外科学会総会、下関、2024 年 7 月 18 日   

 



 上村廉、松井優紀、高見康二、徳山信嗣、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、高橋佑

典、酒井健司、竹野淳、濱直樹、加藤健志、平尾素宏：肺原発滑膜肉腫完全切除例に

術後補助化学療法を施行するも術後４年で肺内転移を認めた一例。第 86 回日本臨床外

科学会学術集会、宇都宮、2024 年 11 月 21 日   

 

西岡裕未、赤澤香、櫻井義正、八十島宏行：乳癌肺転移治療中に薬剤性間質性肺炎と

癌性リンパ管症の鑑別に苦慮した一例。第 22 回日本乳癌学会近畿地方会、大阪、 

2024 年 11月 23 日   

 

奥村由紀、松井優紀、高見康二：非切除予定肺葉に部分肺静脈還流異常を認めた右下

葉肺癌の一切除例。第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会、軽井沢、2024 年 6 月 1 日   

 

佐藤直也、酒井健司、後藤邦仁、豊後雅史、徳山信嗣、松井優紀、俊山礼志、山本昌

明、河合賢二、高橋佑典、竹野淳、加藤健志、高見康二、平尾素宏：FOLFIRINOX 療

法が奏効し根治切除を施行し得た原発性肺癌と膵腺扁平上皮癌の重複癌の一例。第

207 回近畿外科学会、枚方、2024 年 2 月 3 日   

 

佐藤直也、酒井健司、後藤邦仁、豊後雅史、俊山礼志、山本昌明、高橋佑典、竹野

淳、加藤健志、平尾素宏：FOLFIRINOX 療法が奏効し根治切除を施行し得た膵腺扁平

上皮癌と原発性肺扁平上皮癌の重複癌の一例。第 79 回日本消化器外科学会総会、下

関、2024 年 7 月 19 日 優秀演題賞 

 

宮崎道彦, 山田真美, 田中玲子, 高橋佑典, 河合賢二, 徳山信嗣, 加藤健志, 平尾素宏： 

肛門外科領域のインシデント/アクシデントの検討。第 79 回日本大腸肛門病学会学術

集会、横浜、2024 年 11 月 29 日   

 

山田真美, 宮崎道彦, 田中玲子, 高橋佑典, 河合賢二, 徳山信嗣, 加藤健志, 平尾素宏： 

当院における臀部慢性膿皮症症例の検討。第 79 回日本大腸肛門病学会学術集会、横

浜、2024 年 11 月 30 日     

 

B-5 

加藤健志：外科の立場から考える周術期治療 GL 改訂ポイント。第 11 回平成大腸癌カ

ンファレンス、神戸、2024 年 6 月 11 日 

 

加藤健志：大腸がん薬物療法 Update。くしろ ICI セミナー、釧路、2024 年 6 月 14日 

 



加藤健志：大腸癌薬物療法のトピックスと技術認定医取得のコツ。大腸癌治療カンフ

ァレンス、金沢、2024年 9 月 6 日 

 

加藤健志：知っておきたい大腸がんのこと。2024 年度第 2 回森ノ宮医療大学市民公開

講座、大阪、2024 年 10 月 29 日 

 

加藤健志；大腸癌集学的治療。CRC conference in 高知 2025 、高知、2025 年 2 月 21 

日 

 

竹野淳：近年のがん治療における免疫チェックポイント阻害薬。第 10 回ブロック病診

連携研修会 irAE をめぐる諸問題について～かかりつけ医が知っておくべきこと～、 

大阪、2025年 3 月 15 日 

 

B-6 

竹野淳：当院における irAE 対策チームの設立と取組み。第 61 回法円坂地域医療フォ

ーラム、大阪、2024 年 7 月 6 日 

 

八十島宏行：患者さんに標準治療を届けるために。 Lilly Breast Cancer Web Conference 

-乳がん薬物療法 UP TO DATE-、大阪、2024 年 2 月 2 日 

 

八十島宏行：BRCA 遺伝子変異陽性 mbc 治療の新しい PARP 阻害剤ターゼナの特性。 

乳腺クリニック懇話会～BRCA 遺伝子変異陽性 mbc 治療における新しい選択肢～、 

大阪、2024年 6 月 22 日 

 

八十島宏行：PARP 阻害剤～ターゼナのエビデンスと使いどころ～。 Creators Seminar 

for Breast Cancer in Osaka 2024、大阪、2024 年 7月 18 日 

 

八十島宏行：エリブリン１３年の歴史・レビュー。Meet the expert Web Forum、大阪、 

2024 年 8 月 20 日 

 

八十島宏行：当院での ICI の使用法。3Q 中外 eセミナーon Breast Cancer、大阪、2024 

年 9 月 27 日 

 

八十島宏行：外科治療＋ラジオ波焼灼療法。乳がん最前線 2024、大阪、2024 年 10 月 

27 日 

 



八十島宏行：副作用マネジメントについて。ターゼナ AE マネジメント Internet 

Symposium Breast Cancer 2024、大阪、2024 年 11 月 12 日 

 

八十島宏行：再発高リスク monarch E の適格基準について考える。Lilly Early Breast 

Cancer Web Seminar、大阪、2024 年 11 月 28 日 

 

八十島宏行：EBC 術後薬物療法のエビデンスと再発高リスク患者さんへのアプロー

チ。Lilly Breast Cancer Web Seminar、大阪、2025 年 3 月 5日 

 

八十島宏行：今どこまでわかっているのか？CIPN の最新事情。プロジェクト Breast 

Cancer ～円滑な連携のために～、大阪、2025年 3 月 13 日 

 

酒井健司：肝胆膵領域におけるがん診療「膵癌手術の現況」。第 63 回法円坂地域医療

フォーラム、大阪、2025 年 2 月 8日 

 

高橋佑典：人工肛門なし、排便機能障害なしで根治を目指す直腸がん治療の最前線。 

最も身近ながんは大腸癌～他人ごとではありません～Web シンポジウム、大阪、2024 

年 5 月 12 日 

 

高橋佑典：直腸癌に対する肛門温存治療の現状と当院の取り組み。大阪市中央区東医

師会法円坂地域医療フォーラム、大阪、2024年 5 月 25 日 

 

高橋佑典：大阪医療センターにおける IBD に対する外科治療の現状。OSAKA IBD 

WEB セミナー、大阪、2024 年 7 月 5 日 

 

高橋佑典：当院における IBD の外科治療の現状と大腸がんに対する治療アルゴリズ

ム。法円坂 GI カンファレンス、大阪、2025 年 2 月 27 日 

 

河合賢二：外科医による大腸癌化学療法の”いろは”テーマ「前方ラインの化学療

法」。OSAKA U18 C-STAR-Colorectal Surgeon’s Chemotherapy Seminar - 、大阪、 

2024 年 7 月 5 日 

 

河合賢二：自施設における外来化学療法のマネジメント。OSAKA U18 C-STAR-

Colorectal Surgeon’s Chemotherapy Seminar - 、大阪、2024 年 10 月 11 日 

 



山本昌明：進行胃がん手術のノウハウ。Gastrointestinal Cancer Meeting in Osaka 2024、 

大阪、2024年 3 月 6 日 

 

山本昌明： LAG Rising Star～魅せます！LDG と RDG の見本のビデオ～。LAG Rising 

Star～魅せます！LDG と RDG の見本のビデオ～、大阪、2024 年 4月 10 日 

 

俊山礼志：肝胆膵領域におけるがん診療「肝癌手術の現況」。第 63 回法円坂地域医療

フォーラム、大阪、2025 年 2 月 8日 

 

赤澤香、萩原佳菜、岡田公美子、八十島宏行：cN+乳癌における腋窩リンパ節のマネ

ジメントと課題。第 150 回阪神乳腺疾患談話会、大阪、2024 年 3 月 1 日 

 

阿部優：レジデント執刀のラパ胆ビデオ討論。第 62 回専門医を目指す消化器外科セミ

ナー、大阪、2024 年 8月 30 日 

 

櫻井義正、八十島宏行、徳山信嗣、赤澤香、松井優紀、俊山礼志、山本昌明、河合賢

二、高橋佑典、酒井健司、竹野淳、濵直樹、加藤健志、平尾素宏、高見康二：ドセタ

キセル投与後に非閉塞性腸管虚血と肺血栓塞栓症から急速な転帰をたどった一例。第

655 回大阪外科集談会、大阪、2024 年 11 月 9日 

 

上村廉、松井優紀、高見康二、德山信嗣、俊山礼志、山本昌明、河合賢二、高橋佑

典、酒井健司、竹野淳、濱直樹、加藤健志、平尾素宏：横隔膜内膿瘍の一例。第 654

回大阪外科集談会、大阪、2024 年 7 月 27 日 

 

西岡裕未、櫻井義正、増山美里、赤澤香、八十島宏行：より良い終末期医療の提供を

目指して-病棟体制の変化-。第 151 回阪神乳腺疾患談話会、大阪、2024 年 9 月 6日 

 

佐々木礼央、酒井健司、後藤邦仁、俊山礼志、豊後雅史、徳山信嗣、松井優紀、赤澤

香、山本昌明、河合賢二、岡田公美子、高橋佑典、八十島宏行、竹野淳、加藤健志、

髙見康二、平尾素宏：胃に穿破し出血コントロール不良であった膵管内乳頭粘液性腺

癌残膵再発に対して残膵全摘を施行した 1 例。第 653 回大阪外科集談会、大阪、2024 

年 3 月 16 日 

 

松本浩太朗、上村廉、松井優紀、高見康二、増山美里、德山信嗣、赤澤香、俊山礼

志、山本昌明、河合賢二、高橋佑典、酒井健司、八十島宏行、竹野淳、濱直樹、加藤

健志、平尾素宏：画像検査で胸水貯留以外に異常を認めず、外科的生検までの方針決



定に難渋した肉腫型悪性胸膜中皮腫の一例。第 656 回大阪外科集談会、大阪、2025 年 

1 月 18 日 

 

宮崎道彦：肛門の解剖、生理検査と診察。 肛門疾患 Step up セミナー2024(1) 、大

阪、2024 年 7 月 13 日 

 

宮崎道彦：肛門疾患 1。肛門疾患 Step up セミナー2024(2) 、大阪、2024 年 8 月 31 日 

 

宮崎道彦：三大疾患でない肛門疾患あれこれ。第 16 回奈良肛門疾患懇談会、大阪、 

2024 年 9 月 7 日 

 

B-8 

竹野淳：胃がんの切除不能進行・再発治療。第 3 回保険薬局 Oncology Seminar・胃が

んシリーズ研修、大阪、2024 年 10 月 30 日 

 

山本昌明：胃がんの外科手術・補助化学療法。第 2 回保険薬局 Oncology Seminar・胃

がんシリーズ研修、大阪、2024 年 9 月 25 日 

 

徳山信嗣： 腹腔鏡下大腸切除術。第 17 回大阪内視鏡外科手術セミナー、川崎、2024 

年 12 月 14日 

 

B-9 

松井優紀：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2024 年 5月 2 日 

 

山本昌明：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2024 年 6月 20 日 

 

德山信嗣：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2024 年 11 月 7 日 

 

濱直樹：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2025 年 2 月 6日 

 

 

 


